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レバノン南部の聖者アル・ホドル崇敬にみられる 

「聖者の占有」とその背景
―歴史的パレスチナとの比較から―

菅　瀬　晶　子＊

“Possession of a Saint” and Its Background: Comparing Examples of  
the Veneration of Sayyidnā al-Khader/al-Khodor  

in Southern Lebanon and Historical Palestine

Akiko Sugase

　イスラーム世界にあって，少数派のシーア派や，非ムスリムのキリスト教徒
やドルーズが多数派を占めるシャーム地方では，ムスリムと非ムスリムが混住
し，宗教・教派間の共存が保たれてきた。その状況を象徴するのが聖者崇敬の
共有であり，なかでも聖者アル・ハディル（レバノンではアル・ホドル）は，
歴史的パレスチナを中心に病の治癒や降雨，豊穣をもたらす聖者として，さか
んに崇敬されてきた。ことに歴史的パレスチナでは，地元出身の英雄という点
が強調されている。
　歴史的パレスチナと隣接するレバノン南部でも，アル・ハディルはアル・ホ
ドルと呼ばれ，複数宗教・教派信徒によって崇敬が共有されてきた。シーア派
の村サラファンドにあるアル・ホドル・モスクには，周辺の町村からも非シー
ア派の人びとが参詣に訪れる姿がみられた。しかしながら現在，村外からの参
詣はみられず，共有がそこなわれつつある。モスクも聖者崇敬の聖所というよ
りもシーア派色が強くなり，アル・ホドルをシーア派の正統性を保証する聖者
と定義づけ，占有しようとする語りも出現している。このような現象の背景に
は，レバノン南部と歴史的パレスチナにおけるアル・ハディル／アル・ホドル
の役割の相違や，双方の自然環境と農業形態の相違が挙げられるが，ヒズブッ
ラーの勢力拡大に象徴されるシーア派ナショナリズムの高揚も大きく影響をお
よぼしている。レバノン南部における聖者の占有は，すでに非シーア派の周辺
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住民から警戒されており，シャーム地方で培われてきた宗教・教派間の共存を
損なうおそれがある。

The coexistence of Muslims and non-Muslims has been very common 
in the Shām Area. Sharing veneration for certain specific saints reflects this 
coexistence, and the most popular example is veneration for Sayyidnā al-
Khader. He is believed to cure all diseases and bring rainfall and fertility, and 
especially in historical Palestine, he is admired as a local hero.

Al-Khader is pronounced al-Khodor in Southern Lebanon, and he is 
also venerated keenly there. Al-Khodor Mosque in Sarafand, a big Shi‘ite vil-
lage near Saida, used to welcome non-Shi‘ite pilgrims coming from neighbor-
ing towns and villages. However, these pilgrims ceased to visit the mosque. 
Now it has been renovated more as a Shi‘ite sanctuary than a saint venera-
tion center, and a new theory has appeared, defining al-Khodor as the assurer 
of the orthodoxy of the Shi‘ite sect. As well as slight preexisting differences 
between the roles of al-Khader/al-Khodor, the natural environment and agri-
cultural forms of historical Palestine and Southern Lebanon have had some 
influence on this change, but it is the rise of Shi‘ite nationalism in Southern 
Lebanon, symbolized by the surge of Hizbullah, that has had a really potent 
influence on this tendency. Leading to caution among the neighbouring Sunni 
Muslims and Christians, the possession of al-Khodor by Shi‘ites in Sarafand 
may limit the coexistence of Shi‘ites and Sunnis, Muslims and non-Muslims 
in the Shām area.
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1　はじめに

1.1　本論文の目的

　本論文は，筆者が 1997年より断続的に調査してきた，歴史的パレスチナ1）を中心

としたシャーム地方2）（Bilād al-Shām, بلاد الشام）における聖者アル・ハディル（Sayydnā 

al-Khadir, سيدنا الخضر）崇敬研究のうち，レバノン南部における調査の結果をまとめた

ものである。

　筆者は 2008年 10月から 2012年 3月までの 5年間，大阪大学世界言語研究センター

の研究プロジェクト「民族紛争の背景に関する地政学的研究」パレスチナ班に参加

1 はじめに

 1.1 本論文の目的

 1.2 先行研究

2 調査地について

 2.1 サラファンドについて

 2.2 レバノン南部とパレスチナ北部・ガ
リラヤ地方のかかわりと，両者を比
較する意義

3 サラファンドの聖者崇敬

 3.1 シャーム地方におけるアル・ハディ
ル崇敬の特徴

 3.2 サラファンドのアル・ホドル崇敬

 3.2.1  サラファンドのマカーム・ア
ル・ホドルと周辺の環境

 3.2.2 マカームの歴史

 3.2.3  1997年時のマカームと崇敬の
様態

 3.2.4  2011年，2012年のマカームと
崇敬の様態，および 1997年時
からの変化

 3.2.5  シーア派化するアル・ホドル崇
敬と，非サラファンド住民によ
る批判

4 聖者の共有から占有への移行が意味す
るもの

 4.1 パレスチナにおけるアル・ハディル
崇敬とサラファンドにおけるアル・
ホドル崇敬の比較

 4.1.1 アル・ハディルの一般的役割

 4.1.2 豊穣と郷土とのかかわりの欠落

 4.2 サラファンドにおけるアバー・ザッ
ル崇敬

 4.2.1 アバー・ザッルについて

 4.2.2  サラファンドのマカーム・アバ
ー・ザッルと崇敬の様態

 4.3 アル・ホドルとアバー・ザッルの役
割分担

 4.4 郷土に根ざすアイデンティティのゆ
くえ

5　むすび
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し，歴史的パレスチナにおける聖者アル・ハディル崇敬の様態を調査した。アル・ハ

ディルはクルアーンの洞窟の章に登場するとされるイスラームの聖者ではあるが，キ

リスト教の殉教聖人聖ゲオルギオス（アラビア語通称マール・ジルジスMār Jirjis, 

写真，مار جريس ,あるいはマール・ジュリエスMār Jurīs，مار جرجس 1参照），あるいは

旧約聖書に登場する預言者エリヤ（アラビア語通称マール・エリヤス，Mār Ilyās, 

 ,またはアン・ナビー・イリヤー・アル・ハイィ，al-Nabī Īliyā al-Hayyمار إلياس

歴史的パレスチナおよびレバノン地図
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写真النبي إيليا الحي 2参照）3）と同一視され，それゆえこの地では，アル・ハディル崇敬

がムスリム，キリスト教徒，ユダヤ教徒，さらにはドルーズの間で共有されるのは，

至極当然の事象であるととらえられている。さらにはアル・ハディル崇敬は，ムスリ

ムとキリスト教徒，ときにはユダヤ教徒に共有されることによって，歴史的パレスチ

ナにおいて長年培われてきた一神教徒たちの共存を促していることがわかった。ま

た，他の地域には伝わっていない，パレスチナ出身者の血をひくという伝承により，

パレスチナに根ざすアイデンティティの象徴という役割まで果たしてきたことがわ

かった。パレスチナだけではなく，シャーム地方の広範囲において，アル・ハディル

は郷土と密接に結び付いた英雄，守護者という地位を得ているのである（菅瀬 2009; 

2010; 2012）。

　本論文における聖者崇敬とは，アル・ハディルなどの特定の聖者を集落や共同体の

守護者として祀り，アラビア語でマカーム（maqām, مقام写真 3参照），あるいはマザー

ル（mazār, مزار写真 4参照）4）と呼ばれる聖所を中心に崇敬し，願掛けなどをおこな

うことである。聖所や，そこでおこなわれる祭は聖者崇敬を伝えてゆくうえで，非常

に重要な役割を担っており，聖所がなんらかの社会的事情により消滅したり，祭が途

写真 1　 典型的な聖ゲオルギオス（マール・
ジュリエス）のイコン。2012年 8月
27日，パレスチナ自治区ヨルダン川
西岸地区・ラーマッラーの変容聖堂
にて撮影。

写真 2　 燃える馬車に乗って昇天する預言者
エリヤ（マール・エリヤス）のイコ
ン。2011年 2月 6日，シリア・ダマ
スカス旧市街のシリア正教会聖堂に
て撮影。
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絶えたりすると，聖者崇敬も衰退し，ついには忘れ去られる。歴史的パレスチナにお

いては，1948年のイスラエル建国にともなうナクバ5）において，数多くのアラブ人

村落が破壊され，そこにあった聖所も運命をともにした結果，聖者崇敬が途絶えたと

いう事例が多数みられた（菅瀬 2012: 45–49）。ところが，現在イスラエル側に属する

ハイファでは，アル・ハディル崇敬が 1948年以降にイスラエルへ移住したユダヤ人

市民に受け継がれ，ユダヤ人市民とアラブ人市民の共存をあらたなかたちで創出しよ

写真 3　 ナビー・サーレフのマカーム。2012年 9月 6日，イス
ラエル・アッカにて撮影。

写真 4　 マール・ジルジスのマザール。2011年 2月 2日，レバ
ノン・ジュニエにて撮影。
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うとしているという事例も，一部観察することができる。ハイファのアル・ハディル

崇敬の拠点のひとつで，現在はモスクからユダヤ教徒の礼拝所に改装されている「預

言者エリヤの洞窟シナゴーグ」では，ユダヤ人市民がアラブ人市民の巡礼を受け容

れ，みずからもアラブ人市民と同じ方法で願掛けをしているさまが観察できる。ア

ル・ハディル崇敬が，今日もなお一神教徒たちの共存を結びつける要素として機能し

ていることが，あきらかとなった（菅瀬 2012: 49–55）。

　ところが，パレスチナとの比較調査のために訪れたレバノンでは，イスラエル建国

以前は歴史的にも文化的にもパレスチナと非常に近い関係にあったにもかかわらず，

また異なる事例がみられることがわかった。レバノン南部のシーア派村落サラファン

ド（al-Sarafand, الصرفند）では，かつてはおこなわれていたキリスト教徒やスンナ派信

徒との聖者崇敬の共有がそこなわれつつあるという現象がみられた。具体的には，聖

者崇敬のなかでも普遍的な存在であるアル・ハディルが，シーア派のみをイスラーム

の正統と保証する存在へと書き換えられ，シーア派のものとして占有されており，そ

の結果他者からの崇敬が途絶えつつあるという現象がみられたのである。さらに，パ

レスチナでみられるアル・ハディルと郷土の結びつきがサラファンドではあまり重視

されておらず，代わりに別の，シーア派に特徴的な聖者が郷土の守護者としての役割

を担っていることも判明した。本論文は 2011年 2月と 2012年 1月～ 2月におこなっ

たその調査結果をまとめ，パレスチナとの比較においてその現象が意味するところを

論じたものである。同事例についてはすでに別論文でも触れてはいるが（菅瀬 2012: 

37–40），あくまで現象を確認した時点での論文であったため，その具体的な内容やサ

ラファンドという村の背景については触れていない。

　なお，アル・ハディルはパレスチナ方言の発音であり，レバノン南部ではアル・ホ

ドル（al-Khodor），シリア方言や一般名称としてはアル・ヒドル（al-Khidr）と発音さ

れる。そのため，以下よりサラファンドの事例のみアル・ホドルと表記し，歴史的パ

レスチナをはじめとした中東世界一般の事例についてはアル・ハディルに統一する。

中東世界一般の事例もアル・ヒドルではなくアル・ハディルを使用するのは，方言の

違いによる混乱を避けるためである。

1.2　先行研究

　レバノンの事例に入る前に，①イスラーム世界における聖者崇敬研究，②イスラー

ム世界および東地中海地域におけるアル・ハディル崇敬研究，③レバノンにおける人

類学調査，についての先行研究をまとめておきたい。
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①イスラーム世界の聖者崇敬

　ユダヤ教にはじまるアブラハム一神教のなかでもっとも新しく，それゆえに厳格な

一神教と思われがちなイスラームではあるが，実際には数多くの聖者と呼ばれる存在

が崇敬を受けている。聖者にあたる呼び名は地域によって大きな差異があり，レバノ

ンやパレスチナを含む東地中海地域では，ワリー（walī,），カディース（qadīs）と呼

ばれることが多い。

　イスラーム世界における聖者の分類には，1）スーフィズム（タリーカ）の祖やスー

フィー，2）ムハンマドの血筋を引く人びと，3）ムハンマドの教友や偉大な学者，歴

史上の偉人など，なんらかの意味でのイスラーム史上の偉人とされる人びと，4）イ

スラーム以前の預言者，5）憑依により弁舌の力を得た者や異教徒（ユダヤ教，キリ

スト教を含む）の聖者，古代信仰や昔の英雄など，イスラームの通常の価値観から逸

脱する人びと，の 5つに分類することができる（東長 2008: 31）。この分類からも，

スーフィズムやイスラーム以前の宗教の影響を大きく受けていることがわかる。しか

しながら，エジプト西部沙漠のベドウィンによる聖者崇敬には，スーフィズムの影響

がまったくみられないと赤堀は指摘しており（赤堀 1996），スーフィズムとのかかわ

りの度合いは，地域によって大きな差異がみられる。東地中海地域で聖者をさすワ

リーはスーフィズムの聖者（上記の東長による分類 1），カディースはキリスト教の

殉教者・聖人（同分類 5）をさす。本論文で扱うアル・ハディルは，分類 4と 5に該

当する。

　聖者の定義はスンナ派とシーア派で異なり，またスーフィズムにも独自の定義が存

在する（東長 2008: 19–39）。しかしながら，イスラーム法学者たちが長年に渡って練

り上げた定義は難解で，一般信徒に理解されているとは言い難い。一般信徒が聖者を

敬う理由はきわめて明快である。すなわち，聖者が奇跡を起こし，神との間をとりな

して人びとにバラケ（baraka（正則語読みではバラカ））を授ける存在であるからで

ある。奇跡（ajīb, ajāib）にはいくつかの類型があり，瞬間移動や空中浮遊，病の治癒

などがその典型である。バラケは神の恩寵，ご利益を意味し，その存在についてはイ

スラームにおいては特に議論がされることもなく，存在するものと考えられている。

　イスラームにおけるスーフィズム・聖者崇敬研究は，フランスの国立科学研究セン

ターの人文社会学部門でさかんにおこなわれてきた。しかしながら，キリスト教にお

ける守護聖人概念の押し付けや，スーフィーとその実践を研究対象とするためにつく

られた「スーフィズム」という語のオリエンタリズム性など，さまざまな問題がみら

れると赤堀は指摘している（赤堀 2005: 7）。また，日本においてもスーフィズム・聖
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者信仰研究は長年おこなわれてきており，赤堀や私市（1996; 2005; 2009），東長など

による蓄積がすでにある。しかしながら，聖者をあらわす単語に地域差がみられるこ

とからもわかるように，聖者崇敬は地域ごとの特色が非常に強く，一般化が難しい。

彼ら日本のスーフィズム・聖者崇敬研究者がフィールドとしてきたマグレブ諸国やエ

ジプトの事例は，本論文で扱う東地中海地域の事例とはかなり性格が異なるため，こ

こにその事例を並べてレバノンの事例と比較することは避けたい。

②イスラーム世界および東地中海地域における聖者アル・ハディル研究

　前述のように，アル・ハディルはクルアーンの洞窟の章に登場し，預言者ムーサー

（モーセ）に神のはからいの深遠さについて教える聖者とされている。アル・ハディ

ル崇敬はイスラーム世界全体でみられ，ペルシャ湾岸では船乗りの守護者として，イ

ンド，パキスタンなどそのほかの地域では泉や湧水と，それにかかわる職業に就く者

の守護者として崇敬を受けており，水とのかかわりが深いことが特徴である（村山

2007; 家島 1991; 2006）。また，あらゆる病を癒し，女性に子宝を授ける存在であると

いわれている（菅瀬 2012）。つまり，アル・ハディルのバラケによって，病の治癒や

子宝の授与，さらにはあらゆる現世利益の成就が得られると信じられているのであ

る。

　イスラーム世界のうちでも，キリスト教徒やユダヤ教徒が多く住んでいる東地中海

地域では，他の地域とは異なる特色がみられる。アル・ハディルは旧約聖書に登場す

る預言者エリヤや，4世紀に実在したとされるキリスト教の殉教者ゲオルギオスと同

一視され，ムスリムの間ですら，むしろイスラームにおけるイメージよりもエリヤや

ゲオルギオスとしてのイメージのほうが一般的ですらある（菅瀬 2012: 19）。アル・

ハディル崇敬がキリスト教徒やユダヤ教徒と共有されているのは，このような背景に

よるものである。

　パレスチナにおけるアル・ハディル崇敬の特徴としては，農業と密接なかかわりが

挙げられよう。パレスチナには，おそらくは東方正教の暦を基準として作られ，今日

も農作業の基準とされている農耕暦があるが，この農耕暦において聖ゲオルギオスの

殉教祭（11月 16日）と，彼の有名な逸話である竜退治の記念祭（5月 6日）が，そ

れぞれ雨季のはじまる日と終わる日であるとされている。リッダでおこなわれる殉教

祭（リッダ祭）は，ちょうど収穫期の終わるオリーブの収穫を感謝するという意味合

いも強い。また，聖ゲオルギオスはパレスチナのリッダで殉教し，今もその墓所の上

に教会が建つが，実は彼の母親はベツレヘム郊外の出身であり，彼自身も幼少時をそ
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こで過ごしたという伝承がパレスチナには残っている。このため，ことに聖ゲオルギ

オスとしてのアル・ハディルはパレスチナの守護者と位置付けられ，今日はパレスチ

ナ・ナショナリズムを鼓舞する存在にまでなっている。パレスチナという土地との強

い結びつきが，この地におけるアル・ハディル崇敬最大の特徴といえよう（菅瀬

2012）。

③レバノンにおける人類学的研究

　レバノンを対象とした人類学的研究は，これまでにフアード・フーリーらネイティ

ヴの研究者によってある程度なされてきた。農村から都市への人口移動の様態

（Khuri 1975）や，宗教的マイノリティのドルーズの民族誌（Khuri 2004）など，フー

リーの著作はすでにレバノンのみならずシャーム地方全体における人類学的研究の古

典となっている。しかし，現在失われつつある農村部の生活誌をまとめたファリーハ

の著作（Farīha 1989）は，懐古趣味的な内容に終始し，またレバノン内戦以降の社会

変動にあわせた内容ではない。

　ただし，レバノン内戦のさなか 1982年に発足し，南部とベカー高原を中心に勢力

を拡大してきたシーア派武装政党ヒズブッラーにかんする研究は，多方面から進めら

れてきている。日本でも末近浩太（末近 2013）らによる研究が成果を挙げているが，

党首であるハサン・ナスラッラーの演説分析や声明，福祉活動の実践などに的を絞っ

ており，いずれもヒズブッラーの姿勢に共感を寄せる立場からその活動を評価してい

ることが特徴である。

　ヒズブッラー以前の時代をも含めたレバノン南部のシーア派に焦点をあてた人類学

的調査では，自身もイラン系であるシャーリー =アイゼンロールによるものがもっ

とも包括的であろう。彼女は 1960年代以降のレバノンにおけるシーア派ナショナリ

ズムについて，商業・政治的実権を握るマロン派カトリックやスンナ派から貧困者と

して切り捨てられてきたシーア派と，彼らの居住地域である南部やベカー高原の地位

向上・名誉挽回運動と定義づける。シーア派ナショナリズムと，イラン・イスラーム

革命（1979年）からの直接的影響のもと，1982年のイスラエルによるレバノン南部

占領に対抗すべく発足したのがヒズブッラーである。しかしながら，反イスラームと

してのイスラエルに対する闘争がその主要な活動目的であるヒズブッラーとイラン革

命では，両者のめざす革命の性質は異なっていると彼女は論じている。また，メソポ

タミア神話に登場するタンムゥズやアドニスの死（犠牲）と再生（救済）の物語を好

むイランの土壌が，シーア派でもっとも重要な宗教行事とみなされるフセイン殉教記
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念祭・アーシューラーにも反映されているという先行研究（Korom 2003）や，ヒズ

ブッラーの精神的指導者とされる人物のインタビューを参考に，レバノンにおいてヒ

ズブッラーが果たした役割を分析している。すなわち，悲劇性を好むイラン的な革命

の精神を，西洋による植民地支配からの自主独立というアラブ・ナショナリズムの理

論をもって，アラブ国家であるレバノンに定着させたのがヒズブッラーだと結論づけ

ている（Shaery-Eisenlohr 2008）。ただし，タンムゥズやアドニスに代表される死と再

生の物語は，メソポタミアからエジプトに至る地域に共通する神話であり，聖者ア

ル・ハディルにも引き継がれ，必ずしもイランに限定されるものではない。死と再生

の物語が好まれるのは農耕社会の特徴であり，むしろ中東のなかでも農耕のさかんな

地域であるイランとレバノンの共通点といえる。

　シャーリー =アイゼンロールの著作の後半部分には，キリスト教徒との共存のた

め，ヒズブッラーがおこなっているこころみについて軽く触れている部分があるが，

その内容についてはほとんど踏み込んでいない。ほかのヒズブッラー研究を見渡して

も，ヒズブッラーによる他宗教・教派信徒との共存に向けての活動に焦点をあててい

る研究は，ほとんどないといってよい。

　そのような意味で，本研究は聖者崇敬研究と複数宗教・教派信徒の共存という，こ

れまでにない視点からのレバノンのシーア派考察といってもよいであろう。

2　調査地について

2.1　サラファンドについて

　まずは，調査地であるサラファンドの概要とその歴史について，簡単に触れておく。

　サラファンドは，レバノン南部の中心都市サイダから，海沿いに約 15 km南下した

ところに位置する。サイダ同様，かつてはフェニキア人の拠点として栄えたスールに

向かう街道ぞいに面している。

　村の歴史は古く，その起源はフェニキア時代にさかのぼる。サラファンドとは，

フェニキア語で溶接を意味し（al-Rīs 2009: 24），青銅器や鉄器，ガラス，陶器の生産

がさかんであったようだ。海岸部の遺跡からは，後期青銅器時代や鉄器時代の遺物も

出土している。ただし，サラファンドはフェニキア人の集落というよりもむしろ，旧

約聖書に登場する漁村サレプタとしてその名を知られている。というのも，かつてサ

レプタとこの村が呼ばれていた時代，預言者エリヤが神の助言に従ってここに住み，
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身の回りの世話を受けたやもめの長男を甦らせるという奇跡を示したとされているの

である。預言者としてのエリヤがはじめておこなったこの奇跡の物語は，列王記上

17章 8節～ 24節に記されている。

　1世紀以降はローマ時代を通じて，サラファンドはキリスト教徒の村と認識されて

いた。その後，レバノン南部がイスラーム化するにあたって，この地の住民も 7世紀

中葉，つまりかなり早い時期からムスリムとなった。レバノン南部やシリアに最初に

布教したのは，アリー派に属するムハンマドの教友，アブー・ザッル・アル・ギファー

リー（Abū Dharru al-Gifārī, أبو ذر الغفاري），通称アバー・ザッル（Abā Dharru, أبى ذر）で

ある6）。彼は第 3代カリフであるウスマーンや，のちにシリアのダマスカスを首都と

してイスラーム帝国ウマイヤ王朝をひらくムアーウィヤとは，対立関係にあった。こ

のため，アバー・ザッルの影響下にあったレバノン南部は，イスラームの伝播当初か

らシーア派に属し，今日に至っている。

　今日のサラファンドは，人口約 2万のやや大きな規模の村である。人口のほぼ

100％をシーア派ムスリムが占め7），バナナや柑橘類の栽培を中心とした農業，漁業，

ガラス工芸などの手工業やサービス業が，村のおもな産業となっている。村は沿海部

と，海に面した丘陵部からなり，両者の間にはバナナなどの果樹園が広がっている。

交通の要所は海岸部をつらぬく，サイダやスールに通じる街道であり，その周辺に商

店が立ち並んではいるが，丘陵部にも多くの店舗が存在する。そのため，村の外部へ

出る必要があるときを別とすれば，丘陵部に住む人びとが沿海部に降りることはほと

んどない。沿海部と丘陵部に住む人びとの生活圏は，ほぼ分かれているといって過言

ではなく，このことが後述するように，サラファンドの聖者崇敬の傾向にも如実にあ

らわれている。

2.2　 レバノン南部とパレスチナ北部・ガリラヤ地方のかかわりと，両者
を比較する意義

　ところで，今日はレバノン，シリアなどの国名で呼ばれているシャーム地方諸国で

あるが，現在の国境と，古来より用いられてきた文化的・地理的基準に基づく地域区

分は，やや異なる。レバノン南部は，イエメンからこの地に移住してきたアーメル族

にちなみ，アラビア語でジャバル・アーメル（Jabal ‘Āmil, جبل عامل）と呼ばれてきた。

しかしながら，本来のジャバル・アーメルは現在イスラエルに属するパレスチナ北

部・ガリラヤ地方，ことに上ガリラヤと呼ばれる山地も含まれていた。さらに，下ガ

リラヤに相当する草原が，「アーメルの息子である草原」を意味するマルジュ・イブ
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ン・アーメル（Marj ibn ‘Āmil, مرج إبن عامل ）と呼ばれてきたことからもわかるように，

かつてレバノン南部からガリラヤ地方にかけての一帯は自然環境的・歴史的背景を共

有する，ひとまとまりの地域として扱われてきたのである。このことは両地域に居住

する住民の宗教にもあらわれている。レバノン南部はイスラームであればシーア派，

キリスト教であればメルキト派カトリックが多く，地域によってはマロン派カトリッ

クも居住する。1948年以前のガリラヤ地方にも同じ傾向がみられ，たとえばレバノ

ン国境近くに 1948年まで存在していたバッサ村（al-Bassa, البصة）は，メルキト派を

中心とするキリスト教徒と，シーア派が多数派を占めるムスリム，ユダヤ教徒が混住

するアラブ人集落であった（Khalidi 1992: 6–9）。しかしながら，ナクバによってバッ

サをはじめとしたシーア派の居住する村は破壊されたため，現在イスラエル国内に

シーア派ムスリムの住民は存在せず，彼らが存在したという記憶すら風化している。

　このように，かつては歴史的・文化的にひとまとまりの地域とみなされていたレバ

ノン南部とガリラヤ地方であるが，1948年にシオニズムに基くユダヤ人国家イスラ

エルが建国されることにより，両者は事実上分断された。その結果，イスラエル側に

属すようになったガリラヤ地方では，ナクバ時のアラブ農村破壊や農村から都市部へ

の人口流出が原因となり，アラブ文化の衰退がさまざまな局面でみられるようになっ

た。聖者崇敬もその一例であるが，いっぽうで中東・中央アジア系のユダヤ人市民に

よってアル・ハディル崇敬が継承され，彼ら実践者はアラブ人市民との聖者の共有を

肯定的にとらえているという現象が現在一部でみられることは，すでに本論文の 1で

も述べたとおりである。

　アル・ハディル崇敬は，レバノン南部とガリラヤ地方の双方で 1948年よりはるか

以前からおこなわれ，なおかつムスリムとキリスト教徒に共有されてきたものであ

る。歴史的・文化的に長らく同一圏とみなされてきた両地域が分断され，交流を絶た

れて数十年を経た今，アル・ハディル崇敬とムスリム・キリスト教徒の共存状態は，

レバノン南部でいかなる状況を呈しているのであろうか。本論文は，その問いに対す

る答えを聖者崇敬の変化から探ることをこころみた結果である。ナクバ以前のバッサ

村にはマカーム・アル・ハディルが存在し（‘Arrāf 1993: 181），キリスト教徒とムス

リムに聖者崇敬が共有されていた8）。ナクバ以前のガリラヤ地方でみられたであろ

う，キリスト教徒とムスリムによる聖者の共有の様態を考察するためにも，レバノン

南部の事例を観察することは有効であろう。
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3　サラファンドの聖者崇敬

　サラファンドには，二か所の聖者崇敬の聖所が存在する。この二か所は，祀ってい

る聖者も違えば，その性格もまったく異なっている。本章では，それぞれの特徴と役

割から，レバノン南部におけるシーア派ムスリムと，スンナ派ムスリムやキリスト教

徒など他宗教・宗派信徒の関係を読み解いてゆく。

3.1　シャーム地方におけるアル・ハディル崇敬の特徴

　パレスチナではアル・ハディル，レバノンではアル・ホドルと呼ばれるこの聖者の

名を直訳すると，「緑の男」である。イスラームでは，クルアーンの「洞窟の章」59

（60）節から 81（82）節にかけて登場する，ムーサー（モーセ）の忍耐力を試し，彼

に神のはからいの深遠さについて教えを授ける神秘的存在が彼であると考えられてい

る。

　しかしながらシャーム地方において，彼はむしろユダヤ教やキリスト教的要素を多

分に帯びた存在として，より認知されている。前述のとおりサラファンドに非常に縁

のある旧約聖書の預言者エリヤや，初期キリスト教の殉教者である聖ゲオルギオスと

同一視され，イコンに描かれる彼らの姿で，アル・ハディルを思い浮かべるムスリム

がほとんどである。イスラームの聖者ではあるものの，キリスト教徒が熱心に崇敬す

る聖者とも認識されており，すべての一神教徒が共通して崇敬する存在であるとみな

されている。ことにパレスチナでは，聖ゲオルギオスの母親はベツレヘム郊外の出身

であり9），そのため聖人自身もその地で幼年時代を過ごしたとされており，また殉教

を遂げたのもパレスチナのリッダであるため，郷土の英雄として非常に高い人気を

誇っている。

　アル・ハディルはまた，降雨と豊穣をもたらす聖者であるとみなされ，人びとは彼

の名を唱え，降雨や子どもの誕生，病の治癒を祈願する。聖者崇敬において，聖者が

祀られる場所はマカーム，まれにマザールと呼ばれるが，これらの場所で祈願が随時

おこなわれている。キリスト教に属するアル・ホドルのマカームでは，毎年決まった

日に祭がおこなわれ，近隣のみならずかなりの遠方からも巡礼者が詰めかける。5月

6日の聖ゲオルギオス祭10），7月 20日の預言者エリヤ祭11），11月 16日のリッダ祭（聖

ゲオルギオス殉教祭）12）が有名である。

　アル・ハディルへの崇敬はイスラーム世界全般でみられるが，シャーム地方のみで
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みられる特徴が二点ある。ひとつは，アル・ハディルのマカームに集う人びとの属す

る宗教・教派が，その場所を管理している宗教・教派に縛られることがないという点

である。つまり，アル・ハディル崇敬はすべての一神教徒に共有され，その拠点であ

るマカームがイスラームあるいはキリスト教会いずれに所属する場所であろうとも，

そこに異なる宗教・教派に属する者が詣でることになんら問題はないと受け止められ

ているのである。また，イスラームに属するマカームで，聖ゲオルギオスのイコンが

奉納されているという事例は，しばしばみられる。もっとも，なかにはムスリムのみ，

キリスト教徒のみのマカームも存在し，聖者の共有が日常的にみられる場所は，数あ

るアル・ハディルのマカームのなかでも一部に限られている。

　二点目として挙げられるのは，ムスリムよりもむしろキリスト教徒がアル・ハディ

ル崇敬の主導権を握っているという点である。筆者が確認している限りでは，アル・

ハディルのマカームまたはマザールはシャーム地方全域に 40か所存在するが，この

うち近隣だけではなくかなり遠くの場所でも名前が知られており，崇敬の中心地とみ

なされている場所は，いずれもキリスト教会が管理する場所である。これらの場所で

おこなわれるアル・ハディルの祭も，すべてキリスト教会が主催し，その担い手はキ

リスト教徒である。また，前述のようにシャーム地方のムスリムは，本来イスラーム

の伝承では白髯の老人というイメージを伴うはずのアル・ハディルを，イコンに描か

れるときの聖ゲオルギオスや預言者エリヤという，きわめてキリスト教的なイメージ

で思い浮かべるのが常である。アル・ハディル崇敬におけるキリスト教徒の影響力の

強さは，聖者の共有がみられるマカームの大多数が，キリスト教会が所有する聖所で

あるという点からもうかがい知れる（菅瀬 2012: 22–34）。その意味では，イスラーム

のモスクであり，周辺住民がほぼシーア派信徒のみで構成されるサラファンドのマ

カームは特異な事例ということができよう。

3.2　サラファンドのアル・ホドル崇敬

3.2.1　サラファンドのマカーム・アル・ホドルと周辺の環境

　サラファンドにおけるアル・ホドル崇敬の中心もまた，マカーム・アル・ホドルで

ある。本項では，2012年 1月～ 2月の調査で得た情報をもとに，現在のマカームと

そこでみられる聖者崇敬の様態，さらにはマカームの位置する周辺の環境について述

べる。

　マカームは沿海部を貫く，サイダとスールにつながる街道沿いから，20 mほど海

岸に寄った住宅地の中にある（写真 5参照）。マカームの西向かいには民家が一列並
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んでいるが，その背後は地中海である。周辺住民は小売業や漁業に従事し，商店や個

人開業医の看板に記された名の多くがホドルである（写真 6，7参照）。みな，アル・

ホドルにちなんで名づけられたとのことである。

　さて，この聖所は，通称としてマカームと呼ばれてはいるものの，正式名称はアル・

ホドル・モスク（Masjid al-Khodor）である。一日 5回の礼拝時にはここからアザー

ンが流され，近隣住民の礼拝所として機能している。サラファンドのような村落部の

モスクには通常，礼拝時間とその前後以外に人が集まるということはあまりないのが

常である。ところが，ここには数は少ないながらも，礼拝時間外でもしばしば立ち寄

る者がある。彼らはアル・ホドルに祈っているのかという筆者の問いに肯き，日々の

感謝や小さな願掛け（遠出する前の安全祈願や，無事帰宅できたことへの感謝，体調

写真 5　 サラファンドのマカーム・アル・ホドル。2011年 2月 1
日，レバノン・サラファンドにて撮影。

写真 6，7　 マカーム・アル・ホドル周辺の商店や個人病院の看板。いずれもホドルという個人
名が記されている。2012年 2月 3日，レバノン・サラファンドにて撮影。






























































